
目　　次

平成 29 年      月          日（金）

No.  14472　１部370円（税込み）

6 23

☆注目知的財産権法判例紹介［81］ ………… ⑽
☆フラッシュ（特許庁人事異動） …………… ⑿
☆知財高裁開廷一覧…………………………… ⑿

☆平成28年度特許出願技術動向調査［１］
　−高効率火力発電・発電用ガスタービン− … ⑴

はじめに

　前回の特許ニュースでは、特許・意匠出願動向調
査の結果概要を紹介しましたが、第２回目となる
本稿では、高効率火力発電・発電用ガスタービンに
ついて紹介します。
　高効率火力発電は、日本の産業競争力を高めてエ

ネルギー・セキュリティを担保する上で不可欠の基
盤技術です。また、インフラ輸出や再生可能エネル
ギー導入の観点からも、今後ますますその重要度を
増してゆくものと考えられます。
　本稿では、高効率火力発電・発電用ガスタービン
の技術概要、市場動向、特許出願動向等の調査結果
を説明し、それらの結果を踏まえ、今後取り組むべ
き方向性を提言として示します。
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１．技術概要

タービンとは、高エネルギーの流体の流れに
よって羽根車を回転させ、機械的な回転運動のエ
ネルギーに変換するエンジンであります。その回
転軸を発電機に接続することによって、流体エネ
ルギーから発電することができます。火力発電の
歴史においては、作動流体として、まずボイラー
で発生した蒸気が用いられる蒸気タービン、続い
て、ボイラーを介さず燃焼ガスそのものでタービ
ンを回すガスタービン（図１）が登場しました。

本調査の対象となる高効率火力発電・発電用ガ
スタービンの技術俯瞰図を図２に示します。本調
査は、発電用タービンを中心とする「火力発電技
術」、及びその要素技術として、ハードウエアと
しての「構造・設備技術」、「材料技術」、並びに
ソフトウエアとしての「燃焼制御技術」、「運転・
保守管理技術」を対象とします。関連技術である

「CO２回収、利用に関する技術」、あるいは火力
発電以外の送配電や地熱・原子力発電等の電気事
業に関する技術は、本技術動向調査の対象外とし
ます。

２．市場動向

まず、世界における火力発電の市場規模をみ
ていきます。図３から、中国、インド、アメリ
カ、インドネシアに大きな市場があることがわか
ります。より詳細には、石炭火力発電設備は中国
とインドに、天然ガス火力発電は中国とアメリカ
に大きな市場があります。世界の市場規模として
は石炭火力発電の方が天然ガス火力発電より大き
く、火力発電設備全体としての世界の市場規模は、
10～30兆円／年であります。

石炭火力発電設備の技術開発においては、超臨
界（SC）および超々臨界（USC）の分野では競争
が激化しています。技術的優位を保つため、熱効
率向上に向けて、より高温の超臨界圧石炭火力発
電の技術開発が必要であります。

ガス火力発電設備の技術開発においては、日本
は技術的に優位にあります。今後も、競争力を更
に高めていくためには、1700℃級GTCCの技術開
発の加速化、事業化が強く望まれます。

次に、世界および主要国の発電電力量を図４
に示します。世界の発電電力量は2013年に対し、

図１　ガスタービンの概要

出典：日本ガスタービン学会ホームページ／「ガスタービンについて」
http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/jetlab/gtsj/

ガスタービンの各部分の機能
①圧縮器　：燃焼用空気を高圧に圧縮する。
②燃焼器　：燃料をノズルから燃焼器内に噴射し、圧縮空気と混合（空燃混合）して、燃焼させる。
③タービン：高温高圧のガスによって羽根車（ローター）を回転させる。
　　　　　　羽根（ブレード、静翼と動翼から成る）は高温ガスに晒されるため、適切な冷却が施される。


